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エンゲルスの未公刊書簡

平井俊彦

41. Regent's Park Road N. W 

6. Decbr. 1894 

Geehrter Genosse 

Ich bitte Sie dem Verein meinen besten Dank zu uber-

mitteln fur den {reundlichen Gluckwunsch zU meinem 

Geburtstag. Ich ho宜eder Verein， der ja jetzt auch schon 

sein halbes Jahrhundert' seit 4' Jahren uberslanuen hat~ werde 

es auch auf die mir zu Theil gewordenen 74 Jahre bringen 

& dann noch Kraft u Jugendlichkeit genug日biighaben， 
um das Jahrhundert ebenfal1s voll zu machen 

尊敬する同志

Aufrichtigen Gruss von 

Ihrero 

F. Engels 

北西区， リージェ γ ッ・パーク・ロード， 41番地

1894年12月6日

私の誕生日に心からり御祝詞をいただいたことにたいし，厚く

感謝している旨，協会に御伝言くださるようお願い申し上げます。

今日まで，協会はすでに半世紀と 4年にもわたってもちこたえて

きましたが，なお，私の生きてきた74年間も続くととを，さらに，

力と若さを充分にあまして， 1世紀をも全うされんことを，お祈

りいたします。 敬具

F.エンゲノレス
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エンゲJ~ス書簡について

京都大学経済学部の図書室に，マルクスとエンケAノレλ の書簡の原文が，それ

ぞれ l通づっ所蔵され℃いる。いずれも，福井孝治先生が1923年にドイツ留学

されたとき，ベルリ人アウグスプノレク街のフーゴー・シュトラ fザ0/f古書

庖で求められ，帰国後，河上肇先生と相談されて，本学に寄贈されたものであ

る。この事情は. 1968年11足の『経済論叢~ (102巻 5号「マルクス生誕150年記念

号J)のなかで，福井孝治先生が「思い出すままに」書かれた文章からうかがう

こEができ品。主た，この点について，河上先生ほ次のようにもらしておられ

る。 r私はいつかF君からドイツ土産としてマルクスとエンゲノレプ、の手紙を貰

ったときに，こんなものは私が貰ふよりも大学に寄附して下きいと言って，京

都大学へF君の名で寄附して貰ったが，今では自分が貰っておけば可かったと

思っている。藤村氏等の手紙も立派な扉風になったところを見ると，やはり自

分で扉風にすれば河かったと思っているJcr中央公論』第43年9号，昭和 3年 9月

号に所収の「古今洞随筆J)。そうだとすれば，福井先生の帰国(大正14竿〕が3年

後の，河上先生の辞任後であれば，この手紙は今ごろ扉風になっていたかもし

れない。

マルクスの書簡 (1882年8月24日付，グレ ト・ヤ マウスのエンゲノレス宛〉は，

すでに先の『経済論叢』で田中真晴氏の解説をつけて発表されている。また，

この書簡は MarxJEngelsGesamtausgabe， 3 Abt.， Bd. 4， 1931に掲載されて

いる。いま公表する「エンゲノレλ 書簡」は，未公刊のものである。

ζ の書簡は..:>.:..:，./ケツレスが74歳の誕生日 (1894年11月28日〕に，協会から祝詞

をもらったことに対する，御礼の手紙である。エンゲノレスは約8ヶ足後の翌95

年 8月 5日に喉頭癌のためにイーストポ-yで不帰の客となるから，この誕生

円がエンゲノレス最後のそれとなった。 1870年 9月20日に，エンゲノレ月はロ γ ド

ンに移り，北西区.リージェンツ・パーク・ロード.122番地に住んだが. 1894 

年10月から近〈の，この41番地に移った。というのも. 1890年から秘書と家政
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エンゲルスの家 (197C年 6月10日，田中真情教伎の昂影〉

Stanford's Map of Central London， 1951 より肢枠
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婦を兼ねていたノレイーゼ・カウツキ Louise Kautskyが， この年， 医師ノレ

ートヴィヒ・フライベノレガー LudwigFreybergerと結婚してよの新しい家に

移るのにともなって，エンゲノレスもここに転宅してきた。この時から，フライ

ベノレガーは主治医としてエンゲノレスの面倒をみることになった。(ちなみに，フ

ライベノレガ 夫妻は，エンゲルスの遺言執行人であった)。そして， 病気療養のため，

エンゲノレスお気に入りの保養地イーストボー γに移るまで， ここにいたから，

この41番地の住居がエンケツレスの最後の住居となったわけである。

ところで，この書簡について一つの問題がある。一つは，この文面に出てく

る「協会Jder-Verein とは何であり， エンゲノレスはこれとどうかかわってい

たかという点であり，二つには3 書簡の宛名である協会の同志とは一体だれで

あるかということである。すでに封筒が散逸してしまコているから， 1~走者につ

いては推定するほかない。

この「協会」は， エソゲ/レスが「ジョ Y ・ハY ター・ウォッツ宛の手紙」

(1894年4月3日付〕のなかで I肯い共産主義協会J (d白 altekommunistische 

Vereiめと呼んでいるものである。 ェ γゲノレスはその他のい〈つかの書簡のな

かでも， 乙とに英文の手紙のなかでも， この協会をよぶとき， かならず der

Vereinとドイツ語で書いており， また，その創立が1840年 2月 7日であるか

ら，書簡本文の創立後54年という年数と一致するからである。その正式の名称

は，ロンドンにあった「ドイツ人労働者教育協会Jder deutsche Arbeiterbild-

ungsverelnである。 よの協会の歴史については， すでにエンゲノレス自身の論

文「共産主義者同盟の歴史によせてJ(Zur Geschichte des Bund白 derKommuni-

sten， London， 8. Okt. 1885， Werke， Bd. 21)が詳しく説明しているついま，簡単

にエンゲルスの説明によって協会」とエンゲノレスとのかかわりをみてみよ

フ。

1834年にハリでドイツ人亡命者がつくった民主主義的=共和王義的な秘密の

「追放者」同盟から，その最も急進的な，おもにプロレタリア的な分子が，

1836年にわかれて，新しい秘密の正義者同盟 (Bu山 1uer Gerechteu)を作った。
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この同盟が I協会Jの前身である。ここで活躍したのは，植字工カ ノレ・ γ

ヤツパ Karl Schapper，靴工ハイ yリヒ・パウア HeinrichBauer，時計工

ヨーぜフ・モノレ JosephMollなどであって， ハリを追放されて， ロYドンに

来て. 1840年に「ドイツ人労働者教育協会」を作った。この協会は，同盟にと

って新同盟員を募集する役割を果たした。ェγゲノレスがこの協会のメンパーに

接したのは. 1843年のことである。この時の印象を，ェγ ゲノレスは次のように

もらしている。

「私は1843年に，ロ Y ドyで彼ら 3人の全部と知り合いになったが，彼らは，

私が見た最初の革命的プロレタリアであった。そして，そのころ細かい点では

おたがいの考えはかなりか円はなれていたとはいえ， ・ この 3人の真の人聞

からうけた堂々たる印象を，けっして忘れることはないだろう」と。このとき，

シャツバ はエンゲノレ九に加盟をすすめたが，かれはそれを断った。おそらく，

同盟が古い陰謀団的な伝統や形態をぬけ出せずにいた乙とが，エ Y ゲノレ九の

「批判的共産主義」の立場になじ主なかったためであろう。もっとも，ロンド

γ の同盟員たちとはたえず通信していたのだが。同盟の活動の重心がパリから

ロンドンに移ってから，同盟の性格も， ドイツ人だけの同盟から次第に国際的

な同盟にかわり，労働者協会にも，多くの国の人々が参加するようになった。

1847年にιの協会は， ドイツ人の名をけずり I共産主義労働者教育協会J

(der kommunistische Arbeiterbildungsvere皿〕と改めた。 同盟や協会がインター

ナシ三ナノレな形で労働者階級の中に深く根を下ろした乙とをみて，マノレグスと

エンゲノレスは同盟に加わった。 Iそれまでこの同盟においてわれわれが異議を

もっていた点は，いまや同盟自身の代表者たちによって，間違っていたとして

捨てさられた。われわれ自身が改組に協力を求められたのである。 そこで，

われわれは同盟にはいった。マノレクスはプリュッセノレでわれわれの近い友人た

ちで同盟の一つの班を作り，他方，在、はパリの三つの班にIfflを出した。 1847年

の夏に，阿Mの第 1回大会がロンド γで開かれ，そ ζへはヴォノレソがプリュッ

セノレり班を，私がパリの諸班主代表して出席した。」
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1847年と1849-50年に， マノレクスとエYゲノレスが『共産党宣言』をはじめ，

さまざまな形で同盟や協会のなかで精力的な活動をしたことは，あまりにも有

名である。その後， 1850年 9月に協会が冒険主義的な戦術に傾いていたセクト

主義(ヴィりヒ=シャツパ 〕におちいったために， マノレクスとェγゲノレスは一

時，協会から離れたが， 1850年代の終りから再び積極的に参加した。 1864年 9

月28日に国際労働者協会の設立が準備されるや，共産主義労働者教育協会は組

織をあげて，これに参加した。総評議会には，協会のメ γ パ が多数ふ〈まれて

いた。マノレクァ、とェyゲルスはもとより， フリードリヒ・レスナー Friedrich

Lesner，ヨハγ.ゲオノレク・エカリウス Johann Georg E巴canus，ゲオノレク・

ロオミナ-Georg Lochner，カ ノレ・プフェ Y ダー Car1 Pfanderらがし、た。こ

の協会は，さまざまな変遷をとげながら， 1918年にイギリス政府によって解体

されるまで78年間，続いた。 (MIE.Werke， Bι39， S. 552， Wマルクス三ニエンゲル

ス全集~ 39巻，大月書庖， 469ベ ジ，参照〕。

「協会」はこうして，ェγゲノレエの願いであった彼自身の年齢74年から 4年

間は生きのびたが，残念ながら 1世紀は全うできなかったわけである。ところ

で，一時的な中断はあっても，生涯のほとんどを共に歩んできた協会に，ェy

ゲノレスは晩年にいたるまで愛着をもっていた。協会に招かれて音楽会に出席し

たり (93年 1月24日付，アウグスト・ベ ベノレ宛の手紙)， あるいは依頼をうけて講

演に出かけた。他の団体からの依頼は，すべて断ったのに，この協会だけは別

格であった Iこの理由から，私はフ z ピア Y協会，独立労働党その他の団体

から同様の求めじ講演依頼 引用者〕は，すべていつもお断わりしてきました。

ただ今年，例外をなしたのは古い共産主義協会だけですが，そこでは私が50年

来のメンパーとされていたものですからJ(94年4月3日付，ウオツツ宛の千紙〉。

乙うした歴史的背景をふまえて，この手紙を読めぼ，一見なんのへんてつもな

い手紙のようにみえるこの書簡の中に.:-r:-:，/ゲノレスの歩んだ生涯と願望がこめ

られている上うに感ヒとられるだろう。

最後に‘との協会のメンパーであり，エンゲノレλ の同志たる府名は，一体だ
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れであろうか。だれとでもその人の母国語で相手をする，語学にきわめて湛抱

なェyゲノレスは，また，相手の母国語でよく手紙を書いた。おそらく， Genosse 

とあるのは，ロンドンにいた協会のドイツ人メンハーではなかったか。そうだ

とすれば，古くからの友人フリ ドリヒ・レスナ Friedrich Lesner (1825 

1910) と，推定される。 というのも，エドワード・エーヴリングは「家庭での

フリ ドリヒ・エンゲノレス」のなかで，次のように書いているからである。

「まだロンドンで生活しているドイツ人で名前をあげるべき人では，イ γ タ

ナ":/..ナノレ会員中のヴェテラソであるフリードリヒ・レスナー。この人は信煩

で雪る，清廉の人で， リープクネヒト 10，親切で控え円で同時に精力的なロホ

ナーを除けば，旧共産主義者同盟の唯 の存命者である I (ベベル・メ リγ

グ他，栗原佑訳『エンゲルスの追憶』大月書庖， 169ベ ジ参照)。 ちなみに，レスナ

ーはといえば，エドアルト・ベノレ/:/=r.タイ Y らとともに，遺言にしたがって，

エンケソレスの骨壷をピーチ・へッドの沖に沈めた人物でもあった〔ベルンシュタ

イン「われわれは彼に最後の敬干しをするJ，前掲書， 217ベージ〕。

追記貴重な写真を貸していただいた，田中真晴教授に厚く御礼申し上げる。


